
 

 

ねんきん定期便 

毎年 1 回、誕生月に日本年金機構から国民年金及び厚生年金保険の加入者（被保険者）の方に

送付される記録情報で、「50 歳未満」「50 歳以上」「35 歳・45 歳・59 歳」と年齢によって送付

される内容が違います。記載内容は「加入期間」「概算の年金受給額」「（50 歳以上の方限定）65

歳以降から受給できる年金額の詳細」「（35 歳・45 歳・59 歳のみ）全期間の加入実績」などがあ

ります。最近の月別状況は「国民年金」「厚生年金保険」の加入内容や保険料納付額などが記載

されており、記録漏れがないかのチェックを促しています。 

（例）50 歳未満の方への通知で確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1)これまでの加入期間 

 これまでの加入期間は「過去の年金加入実績」について記載されているものです。この加入期

間には「保険料を納付した期間」だけでなく「納付免除手続きによって保険料を納付しなくても

よくなった期間の一部」も、加入期間に含まれます。加入期間は、「年金を受給する資格」を判

断する期間であって、この期間をもって年金額が計算されているものではないという点を確認

してください。 

(2)これまでの加入実績に応じた年金額 

 (1)の加入実績を踏まえたうえで、現時点ではどれくらいの年金を受け取ることができるのか

を概算で算出したものです。なお、ここで記載されている金額は「現時点で年金を受け取る場合」

なので、将来的に 60 歳になるまで加入を続けていけば、その期間に応じて年金額は増えること

になります。 

(3)これまでの保険料納付額 

 現時点までに支払った保険料の総額が記載されます。 

「 」で 

年金記録が確認できます 
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50 歳以上の方への通知で確認 

 

 

 

(1)これまでの年金加入実績 

 50 歳未満の方向けの内容よりも、より細かい内容が記載されています。具体的には「合算対

象期間」と「受給資格期間」が新たに記載されています。合算対象期間には「学生納付特例期間

（学生のため保険料の納付を免除されていた期間）」や、「若年者納付猶予期間（30 歳未満の人

で低所得のため、納付が困難と認められたことによる保険料免除期間）」などが該当します。 

また、受給資格期間は、年金を受給する権利があるかどうかを判断する基準となる期間のこと

で、「保険料納付済期間」、「法定免除期間」及び「合算対象期間の合計が「10 年以上」必要にな

ります。 

 

(2)老齢年金の種類と見込額（1 年間の受取見込額） 

 年金を実際に受け取る年齢とその時の受け取ることができる年金額がいくらになるかを、具

体的に計算した金額が記載されます。ここで記載されるものは「国民年金の老齢年金額」「厚生

年金保険の老齢年金額」「公務員厚生年金期間の老齢年金額」「私学共済厚生年金期間の老齢年金

額」です。それぞれの加入期間に応じて計算された年金額が記載されます。これは 65 歳までに

支給される年金と 65 歳以降から支給される年金とは、内容が異なるものだからです。 
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